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紙
幣
国
聞
の
貨
幣
交
通

世
界
大
戦
に
由
っ
て
殺
生
し
た
る
諸
図
の
不
換
紙
幣
は
、
金
本
位
制
の
下
に
金
貨
を
代
表
す
る
紙
併
で
あ
っ
て

本
位
通
貨
芭
し

τの
溺
立
紙
幣
で
な
い
。
謂
ゆ
る
紙
幣
闘
ご
離
も
紙
幣
古
美
に
金
貨
の
通
用
を
認
め
、
日
英
仰
の

如
き
は
園
内
市
場
に
於
て
は
A
M
貨
古
紙
幣
Z
の
値
開
き
苫
へ
起
ら
な
い
の
で
あ
る
。
き
れ
い
と
戟
守
の
金
貨
怨
替
に

比
し
紙
幣
刷
局
替
が
(
支
梯
建
に
於
て
)
騰
貴
せ
る
ご
金
の
輪
出
が
禁
止
さ
れ
居
る
が
故
に
、
針
外
交
一
地
の
賞
際
は
金

食
交
通
を
初
除
L
τ
紙
幣
交
通
の
特
色
を
是
一
し
て
居
る
。
而
し
て
不
換
紙
幣
の
封
外
債
依
も
金
貨
と
同
様
に
野
外

代
替
贋
値
も
外
図
貨
鮮
の
其
閣
に
於
け
る
購
買
力
ご
に
由
っ
て
定
ま
b
、
人
々
が
或
販
資
財
を
需
要
す
る
に
嘗
り

て
は
、
特
に
人
潟
的
政
策
に
依
り
て
貿
易
制
度
を
受
け
ゴ
る
方
面
に
あ
っ
て
は
、
自
園
紙
幣
の
在
内
購
買
カ
ご
針

外
購
買
力
ご
を
比
較
し
内
外
の
市
場
を
別
た
や
英
国
間
値
を
高
く
付
せ
ら
る
、
市
場
に
向
っ
て
之
を
用
ゆ
る
。
其
虞

に
自
他
の
聞
に
共
通
基
礎
を
有
せ
古
る
不
換
紙
幣
も
亦
陛
界
貨
憎
た
る
特
色
を
保
有
す
る
。

一
関
紙
幣
の
劃
外
債
値
が
定
ま
る
に
は
先
づ
笑
が
外
間
貨
幣
に
謝
す
る
代
替
債
値
が
決
ま
っ
て
居
な
け
れ
ば
な

請

噌
幅

世
界
の
貨
幣
交
誼

第
十
九
巻
川
(
第
四
鵠

七

) 
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ら
凶
こ
ご
は
、
金
属
貨
幣
に
於
け
る
ご
異
る
所
は
な
レ
。
唯
だ
同
種
金
属
貨
幣
の
間
で
は
資
料
を
共
ま
、
に
軍
に

形
態
を
縫
へ
る
ニ
ご
に
よ
ち
、
異
純
令
扇
貨
幣
の
聞
で
は
資
料
を
交
易
し
て
形
態
を
同
盟
へ
る
こ
ご
に
よ
り
、
以
亡

自
他
貨
幣
を
代
替
し
得
る
が
、
紙
幣
聞
は
勿
論
、
紙
管
ご
金
属
貨
幣
ご
の
聞
に
於
て
も
資
料
に
依
頼
す
る
何
も
の

も
な
き
が
故
に
、
自
他
貨
惜
の
代
替
は
唯
だ
雨
替
及
び
錦
替

|
i特
に
後
者

1
1
に
依
る
外
は
な
い
w
O

紙
幣
困
問

の
貨
幣
交
通
に
於
て
は
矯
替
が
最
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。

紙
幣
柏
崎
替
の
理
論
に
闘
し
て
は
返
時
「
カ
ヅ
セ
市
川
」
教
授
の
購
買
力
準
贋
設
が
強
〈
諸
問
皐
者
の
注
意
を
惹
き
、

我
聞
に
て
は
山
崎
数
授
が
経
済
風
下
論
集
(
第
一
宏
第
二
時
肌
)
に
於

τ最
も
早
く
此
設
を
紹
介
し
且
つ
有
力
な
る
批
評

を
加
へ
て
居
ら
る
、
。
此
設
の
賃
設
及
び
底
用
の
方
面
に
就
J
L

は
術
ほ
疑
を
掃
む
ぺ
き
徐
地
ゐ
り
、
従
っ
て
批
評

者

ω賛
否
論
も
匝
々
な
る
が
、
北
(
理
論
の
要
勅
、
郎
も
紙
幣
聞
の
潟
替
卒
債
は
各
紙
幣
が
有
す
る
園
内
購
買
力

ω

比
で
ゐ
っ
て
、
其
が
金
貨
問
の
金
平
耐
恒
仁
相
嘗
す
る
ご
一
エ
ム
駄
に
就
て
は
疑
ふ
を
符
F
る
断
案
で
ゐ
る
ご
思
ム
o

此
山
見
解
は
「
カ
ヅ
h
t

ル
」
氏
が
嶋
ふ
る
以
前
に
も
人
々
の
気
付
い
た
所
で
あ
る
が
、
氏
の
設
は
事
貨
に
徴
し
て
此

の
理
論
を
組
械
的
に
閑
明
し
て

「
購
買
力
平
間
闘
い
な
る
名
特
例
を
付
し
、
且
つ
之
を
賞
際
政
策
の
基
礎
吉
し
で
世
界

貨
幣
問
題
を
取
扱
つ
わ
ん
駄
に
特
色
を
有
す
る
o

思
ふ
に
紙
幣
は
一
図
市
場
に
於
て
購
買
力
を
有
す
る
に
止
ま
り
資

料
ご
し
て
利
用
す
べ
き
何
物
を
も
具
ヘ
ナ
、
人
々
が
互
に
他
国
の
紙
幣
を
求
む
る
は
専
ら
一
之
を
以
て
他
図
市
場
に

於

τ購
買
す
る
斜
め
で
あ
る
か
ら
、
他
閤
紙
幣
じ
劃
す
る
許
療
は
共
の
購
買
カ
の
程
度
を
目
標
ご
す
る
外
は
な

ν
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の
で
あ
る
o

師
し

τ一
奇
人
の
謂
ふ
卒
債
は
挙
準
の
債
値
若
く
は
相
等
の
同
情
値
ご
云
ふ
意
味
な
れ
ば
、
二
つ
の
紙
鮮

の
各
在
内
腐
値
の
謝
比
が
其
等
め
一
代
替
平
田
明
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
さ
は
蓋
し
常
然
の
-
-
Z
で
あ
る
c

此
の
卒
衡
が
金

卒
債
ご
異
る
貼
は
同
定
せ
LT
鐙
動
す
る
に
あ
る
。
併
し
麗
動
す
る
が
故
に
M
T
碩
記
し
て
の
意
義
が
軽
い
I
Z
一
式
ふ
を

得
な
い
。
紙
幣
の
購
買
力
を
出
来
ゐ
江
り
安
定
ぜ
し
む
る
に
由
そ
て
此
の
卒
債
を
も
安
定
せ
し
め
得
べ
〈
、
メ
此

の
卒
療
を
認
な
る
に
依
っ
て
紙
幣
活
替
問
題
を
解
決
す
る
方
策
の
出
俊
勅
守
捉
へ
得
る
の
で
あ
る
。

今
日
各
闘
の
紙
鮮
聞
に
見
る
所
の
錦
替
相
場
は
大
戦
前
の
金
貨
潟
替
の
継
総
で
ゐ
っ
て
、
紙
幣
り
購
買
力
の
縫

動
及
其
他
の
郁
々
の
事
情
に
基
量
、
時
々
の
結
局
替
の
需
要
及
び
提
供
に
由
っ
て
決
定
さ
れ
て
居
る
。
何
人
も
購
買

カ
に
由
る
代
替
キ
債
を
以
て
錦
替
相
場
の
標
準
ご
し
て
照
る
諜
で
は
な
い
が
、

共
に
も
拘
ら
や
紙
幣
の
購
買
力
の

比
が
並
(
の
代
替
卒
債
ご
な
わ
、
潟
替
相
場
は
他
の
事
情
に
妨
げ
ら
れ
な
い
限
り
は
卒
債
に
向
っ
て
落
付
か
ム
ご
す

る
傾
向
が
あ
る
c

例
へ
ば
等
し
き
質
及
量
の
貨
物
が
備
繭
西
に
て
は
十
「
プ
ラ
ン
」
、
満
逸
に

τは
百
「
マ

U
F
F
」の

市
岡
慣
を
有
す
ご
す
れ
ば
、
此
貨
物
に
閲
す
る
限
り
は
「
フ
ァ
ン
」
劃
「
マ
片
ク
」
の
代
替
手
慣
は
一
封
十
で
ゐ
る
o

「
フ
ラ
ン
」
を
有
す
る
も
十
「
マ
ル

p
」
を
有
す
る
も
購
買
者
に
ご
っ
て
は
等
L
き
償
備
を
有
す
る
の
で
あ
る
c

尤
も

主
(
蕗
に
は
敦
れ
か
の
外
閲
貨
物
を
取
寄
せ
る
運
賃
を
見
な
げ
れ
ば
な
ら

ρ
が
、
運
賃
は
必
し
も
閥
内
市
場
に
て
賎

買
す
る
方
が
闘
外
市
場
に
於
て
す
る
よ

h
も
低
廉
ご
は
一
五
へ
な
い
か
ら
必
中
平
慣
に
影
型
一
目
す
る
ご
は
限
ら
な
い
、

寧
λ

貨
物
の
市
償
的
中
に
蓮
貨
を
加
へ
て
針
比
寸
れ
ば
一
一
府
正
確
な
る
代
替
卒
慣
が
求
め
符
ら
る
、
。
但

r関
税

論

設
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五
回
。

は
雨
国
側
に
て
同
額
で
な
い
の
が
通
例
故
其
結
は
掛
酌
を
要
す
る
が
、
之
芭
て
も
貨
物
の
市
債
の
中
に
閥
税
を
加

ふ
る
こ
ピ
恰
も
囲
内
消
費
税
を
加
ふ
る
如
〈
す
る
な
ら
ば
之
亦
代
替
平
田
闘
を
一
居
正
確
な
ら
じ
む
る
で
あ
ら
ふ
。

次
に
他
積
の
等
し
き
貨
物
に
就
き
仰
獅
の
市
債
を
謝
比
し
、
或
貨
物
は
二
十
「
フ
ラ
y
」
叉
は
二
百
二
十
「
マ
W

ク」

で
ゐ
h
、
他
の
貨
物
は
三
十
「
プ
ラ
ン
し
又
は
二
百
七
十
「
マ

w
p
」
で
あ
る
Z
仮
定
す
れ
ば
、
其
等
の
貨
物
に
闘
す

る
限
り
は
、
「
7
-
フ
ン
」
劃
「
T

U

F

F

」
の
代
替
卒
債
は
其
な
一
劃
十
一
、
及
び
一
卦
九
ご
な
る
c

又
一
方
の
み
に
生

産
古
れ
他
方
に
な
き
貨
物
に
就
て
は
先
き
に
遁
〈
じ
如
〈
共
一
方
の
貨
物
が
他
方
の
市
場
に
現
は
る
、
古
き
幾
許

の
市
債
を
占
め
得
る
か
を
推
定
し
て
双
方
の
市
債
を
艶
比
す
る
。
新
の
如
、
き
各
貨
物
に
就
て
見
た
る
「
ご
フ
y
」濁

「
守
山
川
ク
」
の
比
債
を
庚
く
雨
闘
に
於
け
る
野
外
需
要
及
提
供
の
範
闘
内
に
あ
る
閥
際
商
品
に
及
ぼ

L
、
夏
に
共
等

の
中
教
を
ご
る
な
ら
ば
、
主
(
が
「
フ
ラ
ン
」
劃
「
マ
ケ
ク
」
の
一
般
的
代
替
卒
便
ご
な
る
誇
で
あ
る
o

尤
も
斯
か
る
卒

債
は
軍
仁
理
論
的
に
想
定
さ
れ
た
る
ま
で
じ
て
、
是
ま
で
何
回
の
紙
幣
に
就
て
も
質
際
に
卒
債
の
数
字
が
算
出
手

れ
て
居
る
謬
で
も
な
(
、
又
震
替
に
閲
奥
す
る
人
々
は
平
田
恨
の
何
た
る
か
を
知
ら
す
、
又
知
ら

ιご
も
し
な
い
。

諸
闘
の
物
贋
指
数
は
此
の
卒
僚
の
近
似
数
を
奥
へ
得
る
も
円
無
論
之
に
疋
確
な
る
卒
僚
の
数
字
は
期
待
し
難
い
。

品
川
貨
国
間
に
あ
っ
て
は
金
貨
の
代
替
卒
痕
黙
が
其
の
購
買
カ
古
関
係
な
〈
定
ま
る
も
、
紙
幣
に
あ
っ
て
は
其
代

替
卒
岡
闘
が
内
外
貨
幣
の
購
買
力
の
比
に
よ
っ
て
定
ま
る
が
故
に
、

一
闘
紙
幣
の
調
外
購
買
債
値
は
代
替
須
佐
が
卒

績
に
居
る
限
ち
は
北
(
卒
痕
吉
岡
一
線
上
に
立
つ
。
代
替
問
恨
値
を
以
て
卦
外
債
値
古
な
す
見
解
も
此
の
場
合
に
於
て



の
み
事
賃
上
是
認
せ
ら
れ
得
る
。
さ
れ
ど
寅
際
の
怨
替
相
場
は
代
替
卒
贋
ぜ
多
少
の
懸
隔
が
あ
る
か
ら
、
紙
幣
の

賞
際
の
封
外
債
値
は
貫
際
の
品
川
替
相
場
ご
質
際
の
外
岡
市
場
物
痕
ご
の
高
3
に
よ
り
て
定
ま
h
、
理
論
上
質
際
上

共
に
怨
替
問
偶
儲
即
ち
封
外
債
低
ご
は
な
ら
な
い
。

金
貨
問
の
代
詩
卒
僚
は
其
購
買
力
ご
関
係
な
〈
固
定
し
居
る
が
放
に
、
魚
替
相
場
が
卒
債
な
る
場
合
吉
雄
も
白

他
金
貨
の
購
買
力
の
相
違
あ
る
ご
き
之
に
由
っ
て
販
寅
財
の
需
要
及
び
提
供
を
惹
起
し
、
従
っ
て
矯
替
の
必
要
を

生
や
る
。
然
る
に
紙
幣
聞
の
代
替
卒
僚
は
自
他
の
購
買
力
を
針
比
せ
る
相
営
債
値
で
ゐ
る
か
ら
、
者
し
矯
替
相
場

が
卒
績
に
居
る
ご
き
は
貨
物
交
易
の
必
要
な
〈
従
っ
て
銭
替
を
生
す
る
機
品
開
も
な
き
ゃ
う
に
恩
は
る
、
。
併
し
英

一
に
は
平
田
恨
の
下
に
て
も
一
方
に
紋
却
す
る
商
品
の
有
無
を
相
週
十
る
必
要
が
ゐ
り
、

が
然
ら
F
る
所
以
は
、

じ
は
↓
般
の
代
詩
卒
債
を
以
て
し
て
も
特
定
の
貨
物
に
就
て
は
在
内
債
格
吉
野
外
債
格
ご
の
問
に
値
開
き
あ
る
場

合
が
少
〈
な
い
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
生
産
要
素
を
互
に
融
通
じ
得
古
る
闘
志
の
問
に
於
て
二
財
の
債
格
の
問
に
反

制
到
の
高
低
ゐ
る
ご
き
は
、
先
づ
田
恨
格
低
き
貨
物
全
外
岡
に
勤
し
英
国
の
紙
幣
に

τ販
寅
L
其
紙
併
を
以

τ白
闘
に

於
て
高
僚
な
る
貨
物
を
貝
求
め
轍
入
す
る
方
法
も
行
は
れ
得
る
が
放
に
、
代
替
平
慣
が
必
し
も
交
易
を
無
盆
な
ら

し
む
る
も
の
で
は
な
い
。

新
f
紙
幣
潟
誌
は
卒
国
間
に
出
b
t
も
惹
起
さ
れ
得
る
が
、
多
く
の
場
令
は
寧
ろ
卒
償
を
遠
ざ
か
れ
る
矯
替
債
格

に
よ
b
て
刺
盆
U
M

仏
政
め
ん
ご
す
る
要
求
か
ら
起
っ
て
来
る
。
紙
幣
潟
替
の
同
国
格
が
外
岡
貨
幣
に
謝
す
る
需
要
及
び

論

議

世
界
白
貨
術
交
泊

第
十
九
番

(
第
四
掠

七
五
)
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四

提
供
仁
よ
り
1
決
せ
ら
る
こ
ご
は
他
の
交
換
の
場
合
ご
異
ら
な
い
。
而
し
て
此
の
需
供
の
調
立
に
現
は
る
、
一
助
の

各
賞
事
者
の
需
要
僚
値
及
び
提
供
債
備
は
、
勿
論
紙
幣
の
一
般
的
代
替
キ
債
を
標
準
ご
は

L
な
い
り
れ
ど
、
潟
替

の
需
要
者
例
へ
ば
貨
物
輸
入
者
は
外
岡
貨
幣
を
多
〈
得
ん
ご
し
、
活
替

ω提
供
者
例
へ
ば
貨
物
聡
出
者
は
内
閣
貨

融

m
を
多
〈
得
ん
ご
す
る
o

共
の
多
く
ご
云
ふ
程
度
は
輸
入
又
は
聡
出
貨
物
の
内
外
の
市
債
を
卦
比
し
て
見
た
る
白

他
紙
幣
の
街
々
の
代
替
卒
債
を
標
準
ご
す
る
。
斯
か
る
多
数
常
事
者
り
需
要
償
伯
及
び
提
供
煩
低
り
競
合
に
由
り

若
〈
は
斯
か
る
競
合
貼
を
目
標
ご
せ
る
匁
替
銀
行
の
考
量
に
由
り
て
賞
際
の
品
川
替
相
場
は
決
定
せ
ら
品
、
の
で
ゐ

る
。
放
に
潟
替
相
場
は
紙
幣
の
一
般
的
代
詩
卒
慣
1

1
各
販
資
財
に
就
て
見
た
る
街
々
の
代
詩
卒
償
の
中
数
!
ー

を
標
準
ご
じ
て
決
定
せ
ら
る
、
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ
骨
師
事
者
が
需
要
及
び
提
供
の
雨
側
に
立
ち
1
筒
々
の
代
替
卒

債
を
越
へ
又
は
借
ら
ん
さ
す
る
遠
心
的
要
求
が
自
然
に
牽
制
き
れ
て
求
心
的
に
局
替
相
場
を
一
般
的
代
務
平
衡
に

落
看
せ

L
め
ん
ご
す
る
傾
向
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
向
ほ
又
翁
替
相
場
が
決
定
す
れ
ば
之
に
由
っ
て
紙
幣
の
在
内

債
依
吉
野
外
贋
値
ご
を
比
較
し
、

之
に
よ
っ
て
貿
易
其
他
の
謝
外
牧
支
の
原
凶
を
生
じ
、
主
(
増
減
が
更
に
外
国
貨

幣
の
需
供
の
増
減
芭
な
り
て
品
川
替
相
場
を
愛
動
せ
し
め
行
〈
の
で
あ
る

G

紙
幣
闘
に
於
て
紙
幣
の
購
買
力
に
時
弾
劾
あ
る
ご
き
は
其
代
替
平
僚
も
亦
従
つ

τ愛
勤
上
匁
替
相
場
は
共
の
新
し

九
百
平
岡
闘
に
傾
が
ふ
ご
す
答
。
金
貨
の
購
買
力
も
亦
滋
動
す
る
が
錦
替
相
場
は
之
に
煩
は
き
れ
な
レ
。
此
貼
が
金
負

古
紙
幣
ご
の
著
し
い
相
違
で
あ
る
o

併
し
紙
幣
の
矯
替
相
場
が
其
の
賊
貝
カ
に
従
う

τ鐙
動
す
る
ご
云
ふ
二
正



は
、
筒
人
仁
ご
っ
て
は
北
(
時
の
場
合
に
於
て
利
害
国
々
た
る
も
、
悶
民
絞
糖
に
ど
っ
て
は
必

L
も
臭
の
劃
外
牧
支

に
出
入
の
偏
差
を
生
哲
[
め
又
は
貨
物
の
輸
出
入
其
他
の
封
外
交
通
を
妨
m
附
す
る
誇
で
は
な
い
o

蓋
し
紙
幣
の
麟

買
カ
に
基
〈
代
替
用
幌
地
刊
の
愛
動
は
、
詐
田
明
尺
度
の
伸
縮
に
よ
ち
て
潟
替
相
場
め
呼
備
を
加
減
す
る
ま
で
に
て
.
紙

幣
内
在
内
購
買
力
に
比
l
て
特
に
比
百
針
外
購
買
力
が
増
減
す
る
の
で
は
な
レ
か
ら
で
あ
る
o

即
ち
一
閣
の
物
国
間

が
他
闘
に
比
し
高
騰
し
、
品
局
替
相
場
も
亦
之
仁
従
っ
て
高
騰
す
る
場
合
に
は
、
総
入
品
の
国
内
市
慣
が
高
騰
す
る

も
岡
産
品
も
亦
然
る
が
故
に
聡
入
口
叩
が
特
に
高
債
な
る
謬
で
は
な
く
、
叉
輸
出
品
の
園
内
市
僚
が
高
騰
す
る
も
潟

替
相
場
を
通
じ
て
見
れ
ば
其
が
閥
外
市
場
に
出
で
、
特
仁
高
償
ご
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
唯

r紙
幣
は
金
貨
己

異
白
り
其
購
買
力
の
援
勤
さ
共
仁
須
林
相
場
を
媛
動
せ
し
む
る
の
一
事
は
、
令
貨
交
通
が
諸
国
の
市
場
h
T
自
然
的
に

併
合
す
る
ご
越
を
異
に

L
、
各
紙
幣
凶
の
市
場
の
結
合
を
妨
げ
各
悶
毎
に
特
有
な
る
販
貢
財
掛
購
買
力
の
市
場
関

係
を
並
立
せ
し
め
、
販
土
民
周
の
開
削
際
移
動
は
数
々
愛
勤
す
べ
き
鋳
替
相
場
仁
よ
り
1
比
較
a
A
C

る
、
所
の
各
閥
物
煩

の
相
罰
的
差
異
に
よ
り
て
悲
起
き
る
、
こ
吉
、
な
る
。
此
勅
は
紙
幣
国
の
貨
幣
交
通
を
甚
し
〈
煩
演
な
ら

L
め
粧

滞
せ
し
め
、
且
つ
封
外
取
引
の
計
慮
に
就
て
議
測
し
難
き
幾
多
の
僚
件
を
強
ゆ
る
噂
〕
ご
、
な
h
、
某
航
恰
も
世
界

交
活
市
場
が
金
貨
仁
依
れ
ば
透
視
さ
れ
得
る
も
紙
幣
に
依
れ
ば
所
々
に
被
覆
を
懸
け
ら
れ
わ
ん
る
が
如
〈
、
主
(
は
康

〈
一
切
の
封
外
絞
済
交
通
を
投
機
的
な
ら
し
め
て
墜
買
な
る
進
歩
を
妨
げ
、
延
ハ
ー
で
は
陛
界
経
済
の
硲
建
に
艶
L

甚
し
い
障
碍
ご
な
る

ωで
あ
る
。

論

茸生

世
界
の
資
格
一
文
語

部
十
九
巷

(
第
四
枕

七
七
)
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次
に
紙
幣
交
通
の
特
色
E
見
る
べ
き
も
の
は
封
外
支
川
又
は
枚
入
が
金
貨
交
通
の
如
〈
無
制
限
ド
偏
街
上
得
な

い
一
』
己
で
あ
る
の
紙
幣
閏
間
に
あ
り
て
は
販
責
財
の
凶
際
移
動
が
物
債
の
相
調
的
差
異
に
由
っ
て
惹
起
古
る
、
が

故
に
、

一
闘
の
封
外
牧
支
は
自
然
じ
均
衡
を
保
持
す
る
傾
向
が
あ
る
o

紙
幣
の
購
買
力
の
増
減
に
よ
る
呼
値
の
高

は
別
ご
し
て
、
総
入
超
過
等
に
由
っ
て
異
の
封
外
支
出
が
増
加
す
る
さ
き
は
、
外
岡
貨
幣
の
需
要
を
増
し
て
潟
替

相
場
を
高
め
る
o

其
高
騰
は
紙
幣

ω釣
外
債
値
を
低
落
廿
し
め
、
輸
入
口
聞
を
特
に
園
内
に
於
て
高
債
な
ら
し
め
聡

出口問
ey特
に
閥
外
に
於
て
低
債
な
ら
し
む
る
が
故
に
、
輸
入
を
抑
へ
輸
出
品
止
促
が
し
自
ら
支
出
の
減
少
及
び
枚
入

の
増
加
を
誘
致
す
る
。

一
闘
が
生
産
L
能
は
、
さ
る
貨
物
を
外
国
よ
り
必
要
的
に
聡
入
す
る
に
嘗
り
之
や
代
償
す
る

だ
り
の
輪
出
品
を
有
せ
ゴ
る
ご
き
は
、
或
程
度
ま
で
輸
入
超
過
及
び
針
外
支
出
超
過
ご
な
る
も
、
主
(
に
従
っ
て
鋳

替
相
場
が
占
高
騰
し
紙
幣
の
調
外
債
値
が
低
落
す
る
こ
ご
甚
し
く
な
り
て
輸
入
口
問
を
購
買
す
る
に
堪
へ

F
る
に
至
る

ご
き
は
、
実
験
入
は
必
要
な
れ
ど
断
念
さ
れ
停
止
さ
る
る
o

矯
替
相
場
の
高
騰
も
其
蕗
に
て
停
北
す
る
が
、
劃
外

支
出

ω超
過
も
亦
引
留
め
ら
る
る
。
又
場
外
枚
入
の
超
過
す
る
場
合
も
支
出
超
過

ω場
合
に
準
じ
て
一
定
の
限
度

に
止
ま
る
o

斯
の
如
〈
紙
幣
閣
は
一
時
の
偏
差
は
己
も
か
〈
、
結
局
は
白
闘
の
販
責
す
る
限
度
以
上
に
買
越
し
又

は
購
買
す
る
限
度
以
上
に
貢
越
ず
こ
ご
が
出
来
な
い
。
こ
れ
紙
幣
が
金
扇
食
鮮
の
如
(
他
国
に
麗
遁
し
得
な
い
一

園
限
ち
の
購
買
力
な
る
が
故
で
ゐ
る
o

但
し
斯
か
る
限
度
に
達
し
た
る
際
に
も
、
貨
鮮
の
貸
借
に
よ
っ

τ般
枚
入

又
は
蝦
支
出
を
作
る
さ
き
は
、
主

(rけ
制
剖
外
股
入
又
は
支
出
の
超
過
を
緩
和
し
て
重
ね
て
販
寅
し
又
は
購
買
す
右



徐
裕
を
生
母
し
め
得
る
も
、
共
は
一
時
の
行
誌
を
打
開
し
得
る
に
止
ま
り
、
紙
幣
債
務
の
弊
済
は
結
局
貨
物
を
以

て
す
る
外
な
き
が
故
仁
、
耐
用
来
盆
h
総
入
又
は
聡
出
の
困
難
を
加
重
す
る
こ
ご
ご
な
る
。
尤
も
金
貨
ご
臨
も
代
表

的
交
換
極
力
た
る
に
過
ぎ
な

ν
か
ら
、
結
局
封
外
牧
支

ω賞
館
は
貨
物
等
の
販
責
別
に
外
な
ら

5
る
こ
三
紙
幣
の

場
合
ご
同
様
で
あ
る
が
、
金
貸
間
に
あ
っ
て
は
卒
債
界
に
於
て
は
潟
替
作
用
に
よ
り
て
物
慣
が
左
右
さ
る
、
こ
ご

な
き
が
故
に
、
紙
幣
の
如
〈
狭
き
範
囲
に
於
て
謝
外
政
支
の
偏
差
を
局
限
せ
ら

ε
、
こ
さ
は
な
い
i

、
同
時
に
叉
金

僻

m
に
依
れ
ば
、
多
大
の
牧
入
又
は
支
出
の
超
過
を
生
じ
げ
し
好
ま
し
か

ι一
泊
結
果
を
生
中
る
こ
ご
も
稀
で
な
い
。
紙

幣
に
依
れ
ば
、
物
間
関
高
き
先
進
闘
が
輸
入
を
抑
へ
て
図
産
を
保
持
し
失
業
を
防
止
す
る
利
盆
ゐ
れ
ど
、
後
進
闘
が

産
業
後
展
の
基
礎
及
保
件
を
整
へ
ん
が
縛
め
に
暫
時
買
越
を
錦
さ
ん
ご
す
る
に
は
不
利
で
あ
る
。
故
に
紙
幣
閣
に

じ
T
貨
物
撤
入
の
必
要
大
な
る
場
合
に
は
、
輸
出
奨
励
の
外
に
、
輸
入
品
に
就
て
国
民
需
要
の
軽
重
緩
急
を
隠
別

し
、
許
き
る
ぺ
き
聡
入
額
の
範
圏
内
に
於

τ輸
入
貨
物
の
差
別
待
遇
を
な
す
必
要
を
鬼
る
で
ゐ
ら
う
。
請
は
い
金

貨
交
通
は
国
境
の
門
戸
を
開
い
て
優
勝
劣
敗
の
競
宇
場
に
登
り
、
紙
幣
交
通
は
図
境
の
障
壁
を
高
め
て
多
〈
撃
た

十
多
〈
撃
た
れ

F
る
境
泡
に
身
を
置
く
が
如
き
で
ゐ
る
。

以
上
限
ペ
た
る
紙
静
岡
間
の
貨
幣
変
通
は
世
界
の
経
済
交
通
秩
序
が
平
常
で
ゐ
っ
て
、
紙
幣
の
流
通
が
経
際
債

値
ef
」礼
T
配
す
る
ご
一
五
ム
貨
幣
特
有
の
職
礼
?
を
識
す
の
み
に
て
、
其
が
他
の
目
的
の
匁
め
に
濫
費
滋
用
き
れ
て
居
午

い
こ

Z
を
前
提
正
し
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
是
ま
で
質
際
に
不
換
紙
幣
が
主
た
る
通
貨
吉
な
る
場
合
は
、
概
ね
非

諭

議

世
界
白
貨
僻
交
誼

第
十
九
巻

(
第
四
貌

士
九
)
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常
事
制
捜
に
際

L
紙
幣
の
供
給
が
財
政
上
の
牧
入
不
足
を
填
補
し
又
は
金
融
の
硬
塞
を
緩
和
す
る
方
使
芭
せ
ら
れ
、

其
の
結
後
過
剰
を
兎
れ
得
な
い
の
で
あ
る
o

紙
幣
撞
後
が
時
相
〈
芭
き
は
立
(
の
購
買
力
の
盆
々
低
減
せ
ん
こ
ご
を
恐

る
、
人
々
は
、
内
に
動
産
不
動
産
を
買
急
ぎ
、
外
に
資
本
を
比
較
的
に
安
定
ぜ
る
外
岡
貨
幣
に
鴇
換
せ
ん
-
」
ご
を

企
つ
る
o

前
者
は
盆
々
祇
僚
の
在
内
債
値
を
下
だ
し
行
ぐ
も
無
制
限
に
は
進
み
得
な
い
が
、
杭
偶
者
は
進
出
の
範
国

康
〈
機
合
多
当
行
り
引
絞
き
行
は
れ
、
主
(
が
結
局
替
相
場
を
暴
騰
せ
し
む
る
最
大
の
原
因
ご
な
り
、
紙
鮮
の
在
内
債

値
に
比
!
劉
外
債
値
を
一
層
低
落
せ
[
む
る
o

比
際
一
方
仁
は
輸
出
が
著
し
く
促
進
さ
阜
、
も
、
其
は
一
部
の
職

出
関
係
者
を
利
せ
し
な
る
に
止
ま
h
重
要
な
る
図
民
需
要
品
ま
で
も
格
段
に
低
廉
な
る
図
際
市
債
を
以
て
輸
出
版

責
せ
ら
れ
、
他
方
に
は
紙
鮮
の
謝
外
腐
備
が
特
仁
依
落
せ
る
故
を
以
て
必
要
な
る
園
民
需
要
品
の
輸
入
を
困
難
な

ら
し
的
、
闘
民
経
済
に
正
つ
て
は
限
り
な
〈
需
供
の
不
池
合
を
甚
大
な
ら
し
む
る
危
険
を
生
す
る
o

大
戦
後
の
濁

壊
は
其
の
通
例
を
示
し
た
。
尤
も
斯
の
如
き
は
異
常
の
事
援
に
遭
遇
せ
る
袋
態
の
現
象
な
れ
ば
、
其
を
以
て
直
も

に
紙
幣
制
度
ぞ
庇
す
る
は
酷
な
れ
ど
、

一
朝
事
制
捜
の
起
る
際
、
人
々
の
危
映
の
念
ご
投
機
的
効
利
心
ご
に
由
つ

τ

活
替
相
場
を
撹
乱
さ
れ
経
済
組
織
の
重
要
な
る
部
分
を
破
壊
さ
る
、
危
険
な
包
放
す
る
の
一
一
事
は
、
物
質
的
基
礎

を
紋
げ
る
紙
幣
に
免
れ
、
さ
る
快
貼
で
あ
る
。

..... ，、

今
後
の
世
界
貨
幣



大
戦
後
一
時
援
態
に
陥
れ
る
多
数
闘
の
鮮
制
は
内
外
交
通
の
安
定
を
回
復
す
る
勉
め
に
早
晩
改
善
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
改
善
の
方
針
に
就
て
は
現
代
の
世
界
交
通
に
顧
み
て
貨
幣
の
在
内
通
用
Z
殆

E
同
等
の
重
要

き
を
有
す
る
謝
外
通
用
の
利
害
を
考
慮
す
る
を
要
す
る
。
此
の
劃
外
方
面
に
善
蕗
せ
ん
ご
す
る
幣
制
の
知
何
な
る

も
の
な
る
か
に
由
り
て
今
後
の
世
界
貨
鮮
の
性
質
が
定
ま
る
の
で
ゐ
る
。

一
園
貨
幣
の
謝
外
通
用
は
他
国
の
其
=

相
封
的
で
あ
る
か
ら

一
因
が
如
何
に
善
美
の
も
の
ご
信
中
る
幣
制
で
あ
っ
て
も
他
闘
殊
に
経
済
上
優
勢
な
る
交

過
の
相
手
闘
が
之
ご
歩
調
を
合
せ
な
け
れ
ば
芙
の
妓
果
を
後
揮
し
得
な
い
こ
苫
は
、
今
日
の
米
国
の
金
本
位
制

1
i勿
論
其
が
必
し
も
善
美
の
幣
制
ご
は
言
へ
な
い
が
|
|
に
就
て
見
る
も
明
瞭
で
ゐ
る
。
従
っ
て
一
園
の
幣
制

を
確
立
す
る
震
め
に
も
列
国
の
協
調
を
必
要
正
し
、
闘
際
匁
替
の
調
整
に
就
て
は
巳
に
是
ま
で
も
列
国
委
員
曾
に

於
て
調
奇
審
議
が
行
は
れ
た
。
併
じ
貨
幣
制
は
一
般
経
済
交
通
の
基
礎
で
あ
り
、
経
済
問
題
は
政
治
問
題
Z
結
合

さ
れ
て
居
る
か
ら
、
幣
制
に
閲
し
て
公
正
確
賞
な
る
列
聞
協
約
が
何
の
時
成
立
す
る
か
は
今
の
所
で
は
潔
見
し
難

い
。
近
き
婚
家
に
於
工
は
各
闘
が
自
己
の
利
盆
を
標
準
ご
す
る
考
案
ご
世
界
経
済
上
最
も
優
勢
な
る
米
英
二
園
が

其
他
の
闘
々
に
加
ふ
る
勢
力
ご
の
配
合
如
何
が
世
界
貨
幣
の
大
勢
を
決
す
る
で
あ
ら
ふ
ご
思
ふ
。

大
戦
に
由
っ
て
生
じ
た
る
諸
国
の
不
換
紙
幣
は
数
々
言
へ
る
如
〈
金
本
位
制
の
下
に
立

τる
代
表
通
貨
な
る

が
、
此
の
竿
金
貸
字
紙
幣
mm
襲
態
相
貝
融
市
は
貨
幣
の
機
能
に
於
て
最
も
不
良
の
も
の
で
あ
る
。
義
し
此
積
の
貨
幣
に

あ
っ
て
は
、
在
内
的
に
は
外
岡
金
貨
の
借
入
及
収
寄
に
よ
っ
て
遁
貨
膨
脹
を
誘
致
し
得
べ
〈
、
調
外
的
に
は
金
輪

論

議

佐
昇
。
貨
幣
交
誼

第
十
九
巻

(
弟
四
貌

J、
) 

玉
四
七



品話旨

草E

吐
界
の
貨
幣
交
誼

第
十
九
巻

(
第
四
貌

J、
) 

五
回
入

出
の
禁
止
に
よ
っ
て
錦
替
相
場
の
動
携
に
憎
ま
き
る
、
の
で
あ
る
リ
従
っ
て
此
の
猿
態
よ
り
脱
す
る
に
は
戟
事
の

自
白
金
貨
制
に
復
鯖
す
る
か
叉
は
不
換
紙
幣
を
進
め
て
金
ご
絶
縁
せ
る
濁
立
紙
幣
制
を
樹
立
す
る
か
、

之
が
一
膝

考
慮
す
べ
き
問
題
ご
な
る
o

国
民
経
済
に
あ
り
て
は
己
に
単
一
又
は
統
一
本
位
制
が
可
決
さ
れ
質
現
き
れ
て
居
り
、
其
上
仁
て
此
的
本
位
Z

-
て
貨
幣
Z
紙
幣
ご
執
れ
が
可
な
る
か
の
問
題
に
ま
で
進
ん
で
居
る
。
然
ゐ
に
世
界
経
法
に
あ
り
で
は
意
志
統

制
力
仁
依
り
て
世
界
幣
制
を
立
て
得
な
い
紋
態
で
あ
る
か
ら
、
自
然
的
に
聯
闘
せ

Z
複
雑
世
界
貨
幣
を
以
て
満
足

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
駄
を
考
慮
す
る
ご
き
は
闘
民
貨
幣
ご
艇
も
偏
ヘ
に
園
内
貨
精
ご
し
て
の
機
能
を
重
す
八

る
こ
ご
な
〈
、
園
際
貨
幣
ご

1
て
の
機
簡
を
も
充
分
に
曾
重

L
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
図
民
の
封
外
交
通
及
び
世
界

交
通
の
立
場
よ
り
見
る
ご
き
は
、

令
一
貨
ご
紙
幣
ご
の
軌
れ
を
採
る
か
ご
云
ふ
-
』
ご
は
世
界
貨
幣
Z
し
て
共
通
貨
幣

さ
別
殊
貨
幣
正
の
説
れ
を
採
る
か
ご
云
ふ
こ
三
、
事
賃
上
同
意
義
三
な
る
o

葦

L
紙
幣
は
別
殊
貨
幣
の
最
北
る
も

の
で
あ
旬
、
叉
禁
漁
貨
幣
ご

L
て
は
確
問
h

ん
る
閲
際
協
定
が
出
来
な
い
限
b
は
|
|
其
は
常
分
見
込
が
少
な
い

1

1
何
か
利
用
慣
儲
あ
る
財
貨
を
以
て
各
悶
共
通
の
貨
併
資
料
ざ
す
る
外
は
な
い
が
、
其
資
料
は
是
ま
で
金
で
あ

ー
り
、
今
後
も
金
に
復
蹄
す
る
こ
ど
が
最
も
容
易
で
め
h
且
つ
金
の
外
に
適
材
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

金
貨
ご
紙
幣
己
に
は
各
々
純
々
ゆ
得
失
を
有
す
る
も
、
要
す
る
に
二
者
の
俊
劣
は
ト
エ
ご
し
て
一
が
共
通
貨
幣
=

な
り
得
べ
〈
、
他
が
別
殊
貨
幣
仁
止
ま
る
外
な
き
貼
に
存
す
る
。
位
界
経
務
上
に
於
て
共
通
貨
幣
の
別
殊
貨
幣
に



勝
れ
る
守
」
ご
は
先
送
』
に
述
べ
た
る
通
h
で
あ
り
、
叉
同
問
民
絡
協
仰
の
立
場
に
於

τも
、
他
国
に
類
少
な
き
特
殊
事
情

を
除
外
す
れ
ば
、
世
界
経
済
の
進
歩
が
や
が
て
園
民
経
務
の
後
述
仁
資
す
る
こ
ご
は
殆
ど
疑
ひ
な
レ
o
肴
1
布
致

な
る
紙
幣
の
供
給
調
節
誌
が
畿
明
き
れ
金
貨
め
膨
脹
以
上
に
濫
後
さ
れ
ま
る
こ
ご
が
保
一
怖
さ
れ
、
且
つ
列
開
削
り
協

調
に
よ
ち
確
賞
な
る
岡
除
紙
幣
が
賛
行
さ
れ
て
偶
々
起
る
べ
き
他
国
の
紙
幣
濫
畿
の
俄
弊
を
受
〈
る
恐
な
主
に
至

ら
は
、
紙
幣
ご
雄
も
或
耗
度
ま
で
は
共
通
貨
幣
的
作
用
十
管
み
得
な
い
誇
で
は
な
い
ら
併
L
是
ま
で
考
案
さ
れ
た

通
貨
供
給
方
法
及
び
現
時
の
国
際
関
係
を
以
て

L
て
は
英
の
成
功
は
甚
に
暖
一
束
な
い
九
金
貨
な
ら
ば
園
際
関
係
が

如
何
に
あ
ら
ふ
正
も
物
質
的
に
共
通
の
詳
償
基
礎
を
具
ふ
る
か
ら
、
共
通
貨
幣
ご
し
て
最
も
泊
任
で
あ
る
o

今
日

金
が
貨
幣
の
資
料
ご
し
て
優
秀
な
る
所
以

u、
突
が
財
貨
Z
し
て
慣
値
が
比
較
的
仁
安
定
し

τ居
る
ご
一
五
ふ
勅
も

奥
っ
て
カ
ゐ
る
が
、
金
凶
長
所
は
寧
A
如
上

ω貼
に
依
ウ
て
庚
〈
諸
岡
民
よ
り
貨
幣
資
料
に
選
鐸
さ
れ
、
世
界
共

通
貨
幣
ご
な
わ
得
る
素
質
1
i而
か
も
入
居
岬
に
よ
っ
て
動
か

L
難
き
物
質
的
基
礎
ー
ー
ー
を
具
ふ
る
芭
云
ふ
結
に
存

す
る
o

貨
幣
を
物
質
に
依
頼
サ
し
な
る
は
明
か
に
野
家
未
闘
の
殺
り
を
兎
れ
す
、
又
斯
か
る
白
然
的
支
配
よ
ち
解

股
す
る
ニ
之
は
我
雄
一
ぜ
の
熱
望
す
る
所
で
ゐ
る
が
、
現
代
世
界
心
園
鶴
生
活
ば
其
彪
ま
で
遊
歩
[
τ
居
な
い
o

問
削
内

貨
幣
ご
し
て
は
ご
も
が
〈
.
闘
際
貨
幣
ご
し
て
は
未
に
金
の
採
用
に
勝
る
は

y-の
諸
闘
共
通
の
基
礎
が
後
見
さ
れ

で
居
な
い
。
放
に
た
己
べ
園
民
生
活
に
於
↓
て
意
志
統
制
が
成
熟
す
る
己
も
、
国
民
貨
幣
が
闘
内
需
悶
際
貨
幣
允
る

任
務
を
全
ふ
す
る
矯
め
仁
は
、
国
際
貨
幣
正
し
て
の
金
の
優
秀
牲
に
一
歩
を
譲
ち
て
、
囲
内
貸
怖
を
も
同
時
に
会

前

議

世
界
の
貨
幣
交
誼

第
十
九
巻

(
第
四
披

A 

) 

五
四
九



論

議

世
界
。
貨
幣
交
砧

第
十
九
巻

(
第
凶
競

凡
四
)

五
五

O

貨
た
ら

L
む
る
ニ
ご
を
桓
み
得
な
い
股
態
に
あ
る
。
立
(
昨
肌
恰
も
識
見
高
き
個
人
も
衆
議
の
場
所
に
於

t
は
多
数
己

和
す
る
勉
め
に
凡
腐
の
決
議
に
参
加
す
る
が
如
き
で
あ
る
c

斯
〈
て
今
日
に
於
て
は
各
閥
共
に
令
輪
出
の
禁
止
を
解
除
し
て
戦
前
の
金
本
位
制
に
復
婦
せ
ん
ご
す
る
傾
向
が

わ
る
o

唯
げ
ん
之
を
妨
向
、
る
差
常
つ
て
の
降
鴎
は
、
紙
幣
闘
に
於
り
る
貨
鮮
の
償
値
の
低
落
で
あ
る
。
金
の
共
通
貨

幣
ご
な
ら
ば
、
物
債
の
高
さ
は
低
賃
及
び
園
内
農
業
の
一
保
持
に
劃
す
る
大
な
る
脅
威
で
あ
る
か
ら
、
前
以
て
米
国

が
試
み
た
る
が
如
き
通
貨
及
信
用
の
牧
縮
を
敢
行
す
る
か
又
は
露
濁
が
行
へ
も
如
き
新
貨
幣
軍
位
を
創
設
す
る
か

に
由
っ
て
優
勢
な
る
自
白
金
貨
固
た
る
米
国
ご
略
ぼ
同
粍
度
ま
で
物
債
の
卒
準
を
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
主
h

が
甚

r難
題
で
@
あ
る
。
次
に
自
由
今
貨
国
制
に
復
蹄
す
る
に
は
世
界
諸
国
の
金
準
備
に
充
つ
る
に
は
金
の
数
量
が

池
少
に
失
す
る
こ
古
な
き
か
の
懸
念
も
あ
る
。
金
産
額
は
千
九
百
十
五
年
を
頂
上
ご
し
て
其
後
は
増
加
し
な
い
。

其
に
は
世
界
的
に
物
債
か
騰
貴
し
て
自
由
金
負
制
の
下
じ
金
生
産
を
な
す
-
』
ご
を
不
利
な
ら
し
め
た
一
』
=
が
主
な

る
原
因
£
な
っ
て
居
る
。
併
し
物
慣
が
世
界
的
に
高
位
を
縫
鎖
す
る
ご
も
、
金
貨
の
軍
位
純
分
を
切
下
「
る
な
ら

ば
之
じ
由
つ

τ金
の
産
出
増
加
を
計
h
得
る
で
あ
ら
ふ
O

向
は
我
闘
が
早
〈
よ
り
賞
行
し
、
欧
米
が
大
戦
に
白
つ

て
質
行
し
た
る
如
〈
、
準
備
用
の
本
位
通
貨
己
流
通
用
の
代
表
通
貨
の
分
業
を
一
歩
進
め

τ制
度
ご
す
る
な
ら

ば
、
必
し
も
金
の
数
量
不
足
に
苦
L
む
こ
ご
は
あ
る
ま
い
ご
思
ふ
。
其
よ
ち
も
寧
ろ
自
白
金
貨
へ
の
復
賄
を
妨
ぐ

る
最
大
の
障
田
町
は
各
閥
仁
於
け
る
金
準
備
額
の
偏
傍
で
あ
る
o

千
九
百
二
十
二
年
末
に
於
て
米
国
は
世
界
の
金
準



備
総
額
の
四
十

ρ
1
セ
ン
ト
僚
を
宥
L
、
欧
経
巴
諸
国
の
金
準
備
額
は
合
計
し
て
漸
〈
世
界
総
額
の
三
十
人
バ

1

セ
ン
ト
僚
に
過
ぎ
な
い
o

斯
〈
金
の
分
記
が
偏
僑

L
居
る
の
み
な
ら
子
、
米
闘
は
産
業
進
歩
せ
る
上
に
高
度
の
保

護
主
義
を
執
り
て
貨
物
輸
入
を
抑
へ
、
欧
州
諸
闘
は
生
摩
機
闘
が
充
分
に
回
復
せ
古
る
上
に
紙
幣
図
ご
し
て
物
資

の
調
一
速
に
苦

L
み
輸
出
産
業
の
増
進
を
妨
げ
ら
れ
居
る
が
故
仁
、
醐
目
〈
は
金
の
分
配
偏
傍
が
矯
正
さ
れ
難
い
事
情

が
あ
る
o

情
は
人
の
匁
め
な
ら
す
、
米
関
に
し
て
其
の
保
有
す
る
莫
大
の
金
を
生
か
さ
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
宜
し

〈
欧
洲
諸
国
に
勢

L
極
め
て
寛
大
な
る
傑
件
を
以
て
経
務
復
興
の
機
曾
を
奥
へ
、
金
川
町
分
配
に
就
ー
も
己
れ
の
欲

す
る
所
を
人
に
施
こ
す
ピ
け
の
英
断
に
出

e

つ
べ
き
で
あ
る
。
若
し
然
ら
守
し
て
此
国
が
濁
り
自
ら
焚
え
ご
す
る
経

済
的
「
毛
ン

?
l」
主
義
を
採
り
此
際
轄
微
の
犠
牲
す
ら
も
客
む
な
ら
ば
、
欧
洲
諸
国
は
巳
む
を
得
十
方
向
を
一
特

L
て
新
た
に
紙
幣
本
位
制
の
樹
立
に
突
進
す
る
か
も
知
れ
向
。
若
L
世
界
の
多
数
闘
が
金
本
位
制
を
放
棄
1
る
な

ら
ば
、

E
額
の
黄
金
を
擁
L
て
世
界
仁
競
A
T
L得
る
ご
自
信
せ
る
米
岡
民
は
、
黄
金
属
の
貯
水
池
ご
呼
ば
る
、
印

度
の
農
民
、
己
同
様
に
取
扱
は
る
、
結
果
ご
な
る
で
あ
ら
ふ
。

以
上
越
べ
た
る
所
は
時
間
来
め
世
界
貨
併
が
軍
に
金
貨
正
な
る
か
紙
幣
ご
な
る
か
の
二
途
を
推
量
し
た
る
に
止
ま

る
o

然
る
に
戦
前
り
如
き
自
白
金
貸
本
位
制
に
は
、
暫
時
の
封
外
支
出
超
過
仁
由
る
通
貨
の
牧
縮
に
劃
し
て
は
A
B

換
券
の
制
限
外
鵬
首
行
な
る
使
誌
を
設
〈
る
も
、

一
時
又
は
永
続
の
封
外
収
入
超
渇
若
〈
は
金
差
出
の
過
度
の
増
加

じ
由
る
通
貨
の
膨
脹
に
劃

L
て
何
等
の
抑
制
法
も
な

ν
。
是
勅
が
従
来
の
金
本
位
制
の
大
歓
陥
一
で
ゐ
り
、
如
何
に

論

言杢

世
界
の
貨
幣
十
九
-
泊

第
十
九
容

(
第
四
銑

八
事
)

E 
E 



論

世
界
の
貨
幣
交
通

五
五

叢

第
十
九
巻

(
第
四
焼

λ
六
)

せ
ば
金
貨
の
購
買
力
を
安
定
せ
し
め
得
る
か
hv
年
来
の
宿
題
己
な
っ
て
居
た
が
、
今
円
幣
制
改
善
の
時
期
を
機
曾

ご
し
工
此
問
題
が
改
め
て
提
出
さ
れ
て
来
た
。
是
瓢
に
闘
し
「
キ

1
ン
月
」
氏

ω「
管
理
さ
る
、
通
貨
」
町
三

E白

ma

n
C
H
E
R司
、
の
設
は
最
も
傾
聴
に
値
す
る
o

氏
の
設
は
衣
の
や
う
に
解
せ
ら
る
、
。
英
闘
今
後
の
貨
幣
制
度
ご
し

て
は
戦
前
ゆ
金
本
位
制
に
復
婦
す
る
を
止
め
、
現
在
の
不
換
紙
融
市
を
其
の
ま
、
本
位
貨
幣
芭
な
し
、
金
融
方
策
を

以
て
荊
貨
の
流
通
を
調
節
し
、
以
て
閣
内
購
買
力
を
安
定
せ
し
り
を
第
一
目
的
Z
す
る
。
此
の
購
買
力
の
安
定
は

自
剛
幽

ω側
に
於
て
は
矯
替
相
場
を
も
安
定
せ
し
む
る
支
柱
ご
な
h
得
る
が
、
術
ほ
主
(
安
定
を
み
ム
ふ
せ
ん
が
潟
め
に

米
闘
が
同
様

ω管
理
5
る
、
通
貨
仁
移
る
こ
己
を
希
望
す
る
。
英
米
が
同
一
歩
調
を
取
り
諸
国
が
怨
替
に
闘
し
此

岡
闘
に
依
頼
す
る
な
ら
ば
以
て
能
〈
世
界
の
潟
替
相
場
の
紛
乱
を
制
L
得
る
で
ゐ
ら
ふ
。
而

L
て
鴛
替
相
場
り
一

時
的
動
揺
に
謝
L
て
は
金
の
授
受
を
以
て
之
を
補
整
L
、
主
(
骨
周
め
仁
英
蘭
銀
行
を
し
て
墜
に
謝
外
支
梯
用
ご
し
て

金
を
保
有
せ
し
む
る
。
向
ほ
金
の
債
格
を
調
整
す
る
錦
め
に
英
蘭
銀
行
を

L
て
濠
め
日
公
表
せ
る
や
、
辰
吉
範
囲
の

一
定
率
を
以
て
金
の
貢
買
を
行
は
し
な
る
を
可
ご
す
る
o

以
上
が
「
キ
l

y

Z
」
氏

ω
考
案
の
大
要
員
己
忠
は
る
、

が
、
共
が
畑
閥
解
で
な
い
ご
す
れ
ば
氏
山
新
幣
制
案
は
、
閥
内
貨
幣
Z
し
て
は
本
位
紙
併
を
用
ゐ
、
同
際
貨
幣
ご
し

て
は
金
を
用
ゐ
、

二
者
を
品
川
業
ご
す
る
の
意
味
に
解
せ
ら
る
、
。
金
の
使
用
は
草
に
匁
替
の
一
時
的
動
擦
を
補
整

す
る
匁
的
に
過
ぎ
な
い
が
、
是
ま
千
ご
て
も
金
は
符
替
尻
の
決
済
に
用
ゐ
ら
る
、
の
み
に
て
金
の
受
柿
酬
は
通
例
で

は
な
か
っ
た
か
ら
・
氏
が
聴
視
す
る
合
支
梯
を
以
て
図
際
貨
幣

ω
作
用
ご
見
て
も
差
支
ゐ
る
ま
い
w
o

叉
氏
は
金
ご

1王cync5，J. M. --ATract on Monet::try Reform. 1923 1) 



絶
縁
せ
る
紙
幣
を
以
て
本
位
貨
幣
Z
す
る
考
へ
で
め
る
が
、
若
し
紙
幣
ご
金
さ
が
各
別
に
濁
立
す
る
な
ら
ば
先
き

に
貿
易
貨
幣
に
就
て
遁
ぺ
た
る
が
如
(
岡
民
貨
幣
正
し
て
二
積
の
本
位
貨
幣
を
有
す
る
こ
言
、
な
b
二
重
評
債
の

映
黙
を
生
中
る
。
若
し
其
の
侠
一
知
が
現
は
れ
な
い
ご
す
る
な
ら
ば
、
其
は
世
界
経
済
上
仁
於
り
る
英
園
の
勢
カ
の

致
L
得
る
所
に
て
、
幣
制
の
品
川
カ
で
は
め
力
得
な
レ
。
さ
れ
ド
と
氏
は
夏
に
中
央
銀
行
を
し
て
一
定
率
を
以

τ金
を

士民国貝せ

L
む
る
こ
子
宮
附
帯
案
ご
し
て
居
る
か
ら
、
立
(
に
依
れ
ば
金
紙
の
債
依
の
連
絡
統
一
が
出
来
る
o

此
の
統

一
吉
一
式
ふ
結
を
重
〈
見
れ
ば
、
此
の
考
案
は
銀
貨
を
紙
幣
に
代
へ
允
る
一
一
仰
の
複
本
位
制
に
近
似
せ
る
も
の
ご
も

見
ら
る
、
。
敦
れ
に
し
て
も
此
の
考
案
は
、
戦
前
の
自
由
金
貨
制
に
復
鮪
せ
ん
さ
す
る
極
右
的
見
解
ご
、

躍
し

て
軍
純
な
る
濁
立
紙
幣
制
に
準
ま
ん
ご
す
る
梼
左
的
見
解
ご
の
中
間
に
立
ち
、
寧
ろ
よ
ム
リ
多
t
左
傾
せ
る
考
案
で

あ
る
ど
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

「キ
1

Y

1

」
氏
の
考
案
の
如
き
左
傾
の
幣
制
に
掛

L
均
L
〈
中
聞
の
制
度
な
が
ら
、
よ
町
多
く
右
翼
に
属
す
べ

き
一
幣
制
も
考
へ
ら
れ
得
る
。
主
(
は
遁
貨
調
節
を
加
味
せ
る
金
紙
幣
本
位
制
で
あ
る
。
此
制
度
は
、
原
別
言
し
て

金
を
本
位
ご
す
る
も
会
〈
令
貨
を
鋳
造
せ
や
流
通
せ
[
め
争
、
園
内
貨
幣
ご
[
て
は
無
形
の
令
貨
を
代
表
す
る
紙

幣
を
用
う
る
こ
さ
恰
も
故
「
7

1

V

ヤ
ル
」
氏
が
合
成
複
本
位
制
案
に
於
て
企

c
hん
る
紙
幣
の
如
〈
な
ら
し
め
、
岡

際
貨
幣
ご
し
て
は
政
府
保
設
の
地
合
を
用
ゐ
紙
幣
ご
交
互
に
引
換
ふ
る
-
』
ご
、
す
る
。
従
っ
て
貨
幣
に
到
す
る
金

準
備
は
金
〈
売
換
の
関
係
を
離
れ
令
紙
幣
の
費
行
額
を
標
準
ご
せ
守
、
専
ら
劃
外
股
支
の
過
去
を
顧
み
嶋
市
来
を
察

論

叢

世
界
の
貨
特
交
羽

第
イ
九
巻

(
第
四
駆

λ

セ
)

主

主



論

設

世
界
の
貨
幣
交
誼

第
十
九
巻

(
第
四
焼

凡
凡
)

五
五
四

し
て
針
外
信
用
の
安
杢
を
保
持
す
る
を
以
て
目
標
ご
す
る
。
而
L
て
閥
内
に
於
け
る
金
紙
幣
の
購
買
力
を
出
来
る

H
H
け
安
定
せ
し
む
る
方
法
|
|
特
に
金
の
増
加
に
よ
る
通
貨
膨
脹
を
制
す
る
方
法
1
1
ご
し
て
は
、
物
園
個
指
数
を

標
準
ご
し
て
、
金
の
提
出
に
劃
す
る
金
紙
幣
の
後
行
の
過
度
な
る
べ
き
割
合
に
雁
じ
て
後
行
手
数
料
を
徴
牧
す
る

こ
Z
恰
も
究
換
券
の
制
限
外
発
行
の
場
合
の
如
〈
す
る
。
新
か
る
手
数
料
の
徴
放
は
勿
論
掛
川
替
相
場
に
影
響
す
る

も
、
立
(
は
会
表
せ
る
一
定
率
を
以
て
す
る
も
の
な
れ
ば
、
恰
も
正
貨
職
活
費
の
増
械
の
如
く
品
川
貨
聞
の
代
替
R
T
額

回
押
に
幾
分
の
伸
縮
を
生
悲
し
ひ
る
に
止
ま
り
、
敢
え
て
錦
潜
相
場
の
安
定
を
害
す
る
こ
ご
は
な

ν。
此
の
程
度
の

修
正
な
ら
ば
戦
前
の
金
本
位
制
ご
大
な
る
懸
隔
な
く
、
而
か
も
紙
併
本
位
制
に
向
っ
て
一
歩
を
進
め
、
不
完
全
な

が
ら
も
国
民
貨
幣
の
在
内
的
機
能
ご
封
外
的
機
能

t
を
時
ぼ
且
備
し
得
る
や
つ
仁
思
は
る
、
。
備
ほ
自
由
金
貨
制

Z
濁
立
紙
幣
制
Z
の
中
間
に
種
々
の
程
度
や
方
法
を
異
に
せ
る
貨
幣
制
が
考
へ
得
ら
る
、
。

以
上
述
べ
た
る
如
〈
今
後
の
貨
幣
は
自
由
金
貨
正
満
立
紙
幣
正
、
芙
の
中
間
に
立
ち
て
前
者
に
近
き
も
の
ピ
後

者
に
近
き
も
の
古
都
令
四
穏
あ
る
べ
き

4
t
を
推
定

L
得
る
。
而
し
て
其
等
の
貨
幣
は
執
れ
も
意
士
山
的
に
制
定
せ

ら
阜
、
国
民
貨
幣
た
る
芭
同
時
に
、
自
然
的
に
成
立
す
る
世
界
貨
幣
な
る
が
故
に
、
其
の
自
然
的
趨
向
の
如
何
ぞ

知
ら
ん
ご
欲
せ
は
、
先
づ
幣
制
に
関
す
る
各
国
の
意
志

1
i殊
に
強
大
岡
の
意
志

1
l
に
通
暁
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
某
髄
に
至
り
て
は
余
は
多
〈
を
語
る
能
力
を
有
し
な
い
M

ご
ご
を
遺
憾
正
す
る
の
で
あ
る
。
(
完
)


